
秋冬どりにらの晶質向上について

1．試験のねらい

　秋冬どりにらの収量、品質低下の要因を明らかにするため、保温時期、株の前歴、夜温が生育、

収量、晶質及び貯蔵養分量について検討した。

2．試験方法

（1）保温時期を9月20日、10月20日、11月20日、12月20日の4回とし、株の前歴は1年株（昭和63年7月7

　　日定植の未収穫株）、2年株（昭和62年7月6日定植で各保温時期ごとに5回収穫した株）と

　　夜温は加温区（5℃）、無加温区を組合せ、生育、収量、晶質、貯蔵養分量を調査した。収穫

　　は各保温区とも葉長が30～35㎝の時に5回行った。貯蔵養分量はソモギ法で測定した。

3．試験結果及ぴ考察．

（1）にらの生育は、地上部重、地下部重とも9月から増加を始め、地上部重は10月31日に最大に

　　達したが、地下部重（根重）は最大に達したのが12月1日で、地上部重が最大に達した時期よ

　　り30日後であった。茎数は11月中旬まで増加したが以後はほぼ同じであった。

　　　保温時の生育（すてがり時）は11月20日区が最大で、12月20日区は小さくなった。保温後及

　　び収穫後の萌芽性はほぼ同じで処理間差は小さかった。根重は収穫により著しく減少した。

（2）収穫は12月20日区が多収で、保温時期が早いほど低収であった。株の前歴では2年株が多収

　　で、保温時期間の収量差は小さかったが、1年株では保温時期が早いほど低収で、保温時期に

　　よる収量差は大であった。夜温別の収量はいずれの保温区とも5℃区が多収であった。

（3）葉幅は保温時期が遅いほど広かったが、保温時期が早く、収穫回数が多くなるに従い、葉幅

　　の低下は著しかった。株の前歴では1年株が広く、2年株は細くなった。

（4）根の養分含有量（デンプン、還元糖、全糖）は未収穫株ではほぼ一定であったが、収穫によ

　　り、根量の減少と同じように養分含有量は著しく低下した。

4．成果の要約

　　以上めことから、早期保温による収量、晶質の低下は、従来から言われていた休眠によるもの

ばかりでなく、収穫による根量の減少及び養分含有量の低下などから、養分の貯蔵器官である根

鉦の発達が十分でない時期に保温、収穫されるためであることが明らかとなった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者　野菜部木村栄）

一49一



312．0

　249．6

株
当187・2

た
り121・8

62．一4

　調査部位

］茎葉重
’‘根重

1I一球根重
一’’茎数

株

当360
た
り

収2仙
量

口第5回収穫

回第4回収穫
團繁3回収穫
鰯第2画収穫

麗第1回収穫

O，0

調査時期

図一1 時期別、部位別生育経過 図一3 夜温が収量に及ぼす影響

表一2 収穫の有無、回数が養分含有率に及ぼす影響

9
700

560

42D

280
……1

姜1 罧1

140 塞

o

払火以％％％IK汽

口5回収穫
園4回収穫
口3回収穫
囲2回収穫
口1回収檀

処　　　　　　理 根の養分含有　　時　％　　株当ケ

収種の有無　収稜回数　時 期　デンプン　遼元糖　全　糖　根電（乾物）

秩420
当

た
り

収
量

有

、田　鳥　　バ　ー＝o　％　　．頸

図一2

1年株　　　　2年株

収穫回数別収量

1回

2
3
4
5

工1月1目

11月17日

12則4日

1別8日
2月18［1

5，90　　　2．49　　31，16　　　　9．9螂

3，24　　　2．25．　　12，37　　　　　6．3

4，22　　　1，71　　　7，04　　　　　5．5

2．97　　　i．51　　　5，78　　　　　4．6

4，04　　　0，75　　　3，99　　　　　3．7

無

9月1日
9別6日
10月1E1

10月工胴

10月3畑

11削4日

11月301ヨ

12別61ヨ

4，52

4，55

5，43

5，13

5，68

4，51

4，81

4．67

2，21

2，13

2，78

3，16

3，03

3，57

2，06

1．47

35．32

34．81

釧．54

鎚．35

秘．83

36．10

39．22

35．86

7，8

11．O
工7，2

25，4

28，1

32，4

32，8

38．9

注．収穫区は9月20日にすてがり（保温）

表一1 収穫回数が葉幅に及ぼす影響
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